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上
ニ
用
ヒ
ラ
レ
、
時
ヲ
得
テ
其
術
ヲ
施
サ
パ
、
先
王
ノ
道
、
孔
子
ノ
教
、
海
内
ニ
行
ハ
レ
テ
万
民
其
徳
沢
ヲ
蒙
ラ
ン
コ
ト
、

テ
待
ベ
シ
、

一
八

日
ヲ
計

即
ち
、

「
日
本
」
で
は
「
中
華
ノ
道
L

が
「
往
古
ヨ
リ
L

実
際
に
「
用
L

い
ら
れ
て
き
て
お
り
、
た
と
え
「
末
世
」
で
あ
っ
て
も
適
切
な
政

治
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
「
道
」
の
「
再
興
」
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
適
切
な
政
治
と
は
何
か
と
言
、
え
ば
、
勿
論
そ
れ
は
「
礼

楽
」
を
以
て
す
る
「
経
済
」
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
古
代
中
国
の
「
先
王
」
の
「
経
済
L

に
則
り
つ
つ
、
「
今
の
世
」
に
お
い
て
為

政
者
が
「
制
度
L

を
「
立
」
て
、
そ
れ
を
以
て
行
う
統
治
で
あ
る
。
春
壷
は
、
次
の
よ
う
に
為
政
者
の
な
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

古
札
ノ
意
ヲ
ダ
ニ
失
ハ
ズ
パ
、
其
儀
式
ハ
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
今
ノ
世
－
一
行
フ
ベ
キ
様
ヲ
思
フ
ベ
シ
、
凡
札
ハ
義
ヲ
以
テ
制
ス
ル
モ
ノ
ナ

レ
パ
、
末
世
ト
テ
モ
制
作
ナ
ル
マ
ジ
キ
事
ニ
ア
ラ
ズ

一
言
で
言
え
ば
、
「
古
ヲ
稽
テ
今
ノ
宜
ヲ
制
ス
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
「
今
卜
テ
モ
礼
楽
ヲ
輿
サ
ン
ニ
、
サ
ノ
ミ
難
キ
コ
ト
ハ

在
マ
ジ
キ
也
」
と
一
言
わ
れ
る
如
く
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
「
制
度
」
を
「
制
作
」
し
た
だ
け
で
自
動
的
に
「
今
ノ
宜
」
が
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
的
に
は
、
そ
の
「
制
度
」

に
人
々
を
従
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
現
実
の
政
治
過
程
と
し
て
考
え
れ
ば
、
「
礼
楽
」
が
人
聞
の
「
外
面
」
を
「
カ

ザ
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
為
政
者
に
よ
る
人
々
の
行
動
全
般
に
対
す
る
権
力
的
支
配
・
統
制
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
春
牽
は
、
具
体
的
な
政
策
的
提
言
と
し
て
、
例
え
ば
展
開
し
つ
つ
あ
る
商
品
経
済
に
対
し
て
も
、
次
の
如
く
、

そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
を
一
百
う
の
で
あ
る
。

常
平
倉
ノ
法
ハ
、
今
ノ
世
ニ
モ
行
ハ
ル
ル
コ
ト
也
、
凡
米
価
ノ
貴
キ
賎
キ
ヲ
以
テ
、
四
民
ノ
利
害
ヲ
論
ズ
ル
ハ
、
只
一
時
ノ
事
也
、

豊
年
打
続
テ
、
天
下
ニ
米
穀
多
ク
ア
ル
ハ
、
誠
二
国
ノ
美
事
也
、
米
価
ノ
賎
ヲ
患
テ
、
年
穀
ノ
不
熟
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
糞
フ
ハ
、
今
ノ

世
ノ
士
大
夫
ノ
情
ナ
レ
ド
モ
、
道
理
ニ
背
キ
タ
ル
コ
ト
也
、
：
：
：
其
術
ト
イ
フ
ハ
、
海
内
ノ
凡
公
領
ア
ル
処
ニ
倉
ヲ
建
テ
テ
、
其
処
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ノ
穀
ヲ
パ
倉
ニ
納
置
テ
、
東
都
へ
輸
パ
ズ
、
其
処
ニ
テ
モ
耀
ラ
ズ
、
イ
ツ
迄
蓄
置
ベ
シ
、
左
モ
ア
ラ
パ
東
都
ノ
米
少
ク
成
テ
、
自
然

ニ
価
ヲ
増
ス
ベ
シ
、
東
都
－
一

ハ
諸
士
以
下
ヲ
養
フ
ベ
キ
程
ノ
米
卜
、
不
（鹿
f
災
変
一
一
備
フ
ル
程
ノ
儲
蓄
ト
サ
へ
ア
ラ
パ
、
事
欠
ル
コ

ト
ナ
シ
、
此
ニ
ツ
ノ
外
ニ
、
海
内
ノ
米
ヲ
多
ク
輸
ブ
ハ
、
無
用
ノ
物
ト
イ
フ
ベ
シ
、
無
用
ノ
米
ヲ
多
ク
東
都
へ
入
ル
ル
故
ニ
、
其
価

太
賎
ク
ナ
リ
テ
、
世
ノ
患
卜
ナ
ル
、
東
都
－
一
米
少
ケ
レ
パ
、
価
貴
ク
ナ
ル
、
江
戸
ノ
米
価
貴
ク
ナ
レ
パ
、
海
内
皆
貴
ク
ナ
ル
、
是
一

益
ナ
リ
、
米
価
甚
賎
ケ
レ
パ
、
民
間
ニ
テ
米
ヲ
視
ル
コ
ト
土
ノ
如
シ
、
米
価
少
貴
ケ
レ
パ
、
人
皆
穀
ヲ
貴
ブ
コ
ト
ヲ
知
ル
、
是
二
益

也
、
常
平
倉
ヲ
建
テ
、
穀
ヲ
多
蓄
レ
パ
、
万
一
ニ
水
早
等
ノ
凶
年
ア
ル
ト
キ
、
民
ヲ
賑
フ
ニ
好
シ
、
：
：
：
然
レ
パ
遠
方
ノ
穀
ヲ
パ
東

都
へ
輸
パ
ズ
、
其
処
ニ
置
テ
、
九
年
十
年
ノ
蓄
ト
シ
、
不
（
底
｝
ノ
災
変
ア
ラ
パ
、
是
ヲ
出
シ
テ
民
ヲ
賑
ヒ
、
其
問
ニ
米
価
ノ
太
貴
キ
コ

ト
有
ラ
パ
、
価
ヲ
賎
ク
シ
テ
耀
リ
、
太
賎
キ
時
ハ
、
亦
縫
テ
倉
一
一
納
メ
パ
、
太
貴
太
賎
ノ
コ
ト
ナ
ク
、
四
民
害
ヲ
受
ザ
ル
ベ
シ
、
是

三
益
也
、
穀
ヲ
東
都
へ
輸
パ
ザ
レ
パ
国
家
ニ
漕
輸
ノ
費
ナ
シ
、
是
四
益
也
、

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
「
民
ヲ
治
ム
ル
道
ハ
、
土
着
ヲ
本
ト
ス
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
次
の
如
き
土
着
論
が
提
唱
さ
れ
る
。

今
ノ
世
ニ
国
家
ヲ
経
営
シ
、
武
ヲ
以
テ
守
ン
ト
ナ
ラ
パ
、
旗
本
ノ
諸
士
以
下
ヲ
、
悉
廿
里
ノ
内
ノ
田
舎
ニ
居
住
セ
シ
メ
、
衛
士
衛
卒

一
歳
ニ
三
句
五
句
ナ
ド
ノ
日
数
ヲ
定
テ
、
東
都
一
一
在
番
セ
シ
メ
其
余
暇
ニ
ハ
、
在
所
ニ
テ
農
業
ヲ
務
メ
、
弓
馬
武
芸
ヲ
習
ヒ
、

F
〈

－M

，
，，， 

郷
土
ノ
風
ヲ
学
パ
ミ
三
五
年
ノ
内
ニ
ハ
、
筋
骨
モ
周
マ
リ
、
行
履
モ
健
二
ナ
リ
、
公
家
ノ
如
ク
婦
女
ノ
如

ク
ナ
ル
風
儀
失
セ
テ
、
真
ノ
武
士
ト
成
ベ
シ
、
左
モ
ア
ラ
パ
縦
武
ヲ
習
フ
コ
ト
粗
略
ナ
リ
ト
モ
、
今
ノ
武
芸
ヲ
尽
シ
タ
ル
土
ヨ
リ
モ

又
今
ノ
武
夫
ノ
貧
窮
ヲ
救
フ
道
モ
、
是
－
一
過
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ

射
猟
釣
漁
ニ
遊
楽
シ
、

勝
ル
処
有
ル
ベ
シ
、

是
武
道
ヲ
古
ニ
復
ス
術
也
、

こ
こ
で
は
、
武
士
の
土
着
・
帰
農
に
よ
る
「
武
道
」
の
復
興
と

「
貧
窮
」
の
解
消
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
土
着
論
そ
れ

自
体
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
商
品
経
済
の
展
開
を
現
実
と
し
て
認
知
し
つ
つ
も
、
な
お
春
壷

が
、
権
力
的
・
非
商
品
経
済
的
政
策
に
よ
っ
て
、
商
品
経
済
を
規
制
す
べ
き
だ
し
、
ま
た
そ
れ
は
可
能
だ
、
と
言
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

一
九
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二
O

こ
れ
は
、

「先
王
ノ
道
」
は
普
遍
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
先
程
見
た
春
壷
の
主
張
か
ら
、
当
然
導
き
出
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
ろ

つ

「
衰
世
」
と
い
う
第
一
次
的
自
然
を
見
据
、
え
た
上
で
、
「
古
ヲ
稽
テ

今
ノ
宜
ヲ
制
ス
L

と
い
う
形
で
、
政
治
の
力
を
以
て
そ
の
第
一
次
的
自
然
を
改
革
す
る
と
い
う
不
自
然
の
過
程
を
歩
み
、
最
終
的
に
は
社

以
上
の
こ
と
に
徴
す
る
限
り
、
春
壷
は
、

そ
の
経
世
論
に
お
い
て
、

会
に
お
け
る
第
二
次
的
自
然
と
も
言
う
べ
き
「
先
王
ノ
道
、
孔
子
ノ
教
、

海
内
ニ
行
ハ
レ
テ
万
民
其
徳
沢
ヲ
蒙
」
る
と
い
う
状
態
に
至
る

べ
き
だ
し
、
ま
た
至
り
う
る
と
考
え
て
い
た
、

と
判
断
し
て
大
過
な
い
よ
う
に

一
応
思
わ
れ
る
。

六
、
「
吉
道
」
と
「
今
の
世
」

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
春
牽
は
、
古
代
中
国
の
「
先
王
ノ
道
」
を
時
空
を
越
え
た
普
遍
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
看
倣
し
、

そ
れ
を

十
八
世
紀
の
江
戸
時
代
社
会
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
他
方
、
第

一
節
の
最
初
で
見
た
如
く
、
彼
は
「
経
済
」
に
お
け
る
状
況
認

識
の
重
要
性
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
た
。
春
畳
の
「
衰
世
」
と
い
う
現
状
認
識
も
、
彼
が
物
事
を
状
況
的
に
考
え
よ
う
と
し
た
こ
と

の
一
つ
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
状
況
的
思
惟
と

「先
王
ノ
道
」
の
普
遍
性
の
主
張
と
は
、
矛
盾
し
合
わ
な
い
の
で
あ
ろ

、‘
。

「ノカ

一
例
を
挙
げ
れ
ば

次
の
通
り
で
あ
る
。

時
ヲ
知
ト
ハ
、
古
今
ノ
時
ヲ
シ
ル
也
、
：
：
：
サ
レ
パ
周
以
前
ハ
、

経
済
ヲ
論
ズ
ル
第
一
義
也
、
：
：
：
日
本
ハ
、
古
ハ
郡
県
ニ
テ
、
今
ハ
封
建
也
、
異
国
本
邦
、
古
今
ノ
世
変
如
此
、
是
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、

一
概
ニ
古
道
ヲ
以
テ
今
ニ
行
ハ
ン
ト
ス
レ
パ
、
時
ト
組
瞬
、
ン
テ
行
ハ
レ
ズ
、
其
行
ハ
レ
ザ
ル
ニ
及
デ
ハ
、
古
道
終
ニ
国
家
ノ
治
ニ
益

然
ル
故
ニ
治
道
ヲ
論
ズ
ル
ニ
ハ
、
時
ヲ
知
ル
ヲ
最
要
ト
ス
ル
也
、

天
下
封
建
ニ
シ
テ
、
秦
以
後
ハ
、
郡
県
也
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ル
、
是

ナ
シ
ト
云
ン
ト
ス
、
是
大
ナ
ル
誤
也
、



こ
こ
で
は
、
「
古
道
」
が
「
今
の
世
」

で
は
実
現
さ
れ
え
な
い
可
能
性
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
「
古
道
」
は
「
万
世
ノ
鑑
」
で
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
右
で
言
う
「
古
道
」
は
、
「
封
建
L

や
「
郡
県
」
と
い
う
具
体
的
な
「
制
度
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
「
札
楽
」
を
以
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の
基
本
的
な
あ
り
方
を
指
し
た
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
春
牽
は
、
例
、
え
ば
「
古
ヲ
稽
へ
古
ヲ
師
ト
ス
ト
云
へ

パ
述
、
古
ノ
政
ヲ
悉
ク
今
ノ
世
ニ
行
フ
ベ
シ
ト
一
五
ニ
ハ
非
ズ
、
古
ノ
政
、
今
ノ
世
－
一
行
ヒ
難
キ
コ
ト
モ
多
シ
」
と
言
う
場
合
も
あ
り
、
こ

の
「
古
ノ
政
」
は
「
先
王
」
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
具
体
的
な
政
治
の
実
際
を
意
味
し
て
お
り
、
右
の
「
古
道
」
も
こ
れ
と
同
様
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
春
牽
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
「
礼
楽
」
や
「
制
度
」
の
一
つ
一
つ
の
内
容
は
普
遍
的
で
は
な
く
、
そ
れ
は
状

況
の
如
何
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
彼
の
状
況
的
思
惟
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
、
次
の
如
く
、
「
礼
楽
」
を
以
て
す
る
と
い
う
「
先
王
」
の
「
経
済
」
の
基
本
的
な
あ
り
方
の
無
効
性
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

古
ノ
札
ハ
、
厳
ナ
レ
ド
モ
和
ヲ
傷
ラ
ズ
、
和
ス
レ
ド
モ
礼
ヲ
失
ハ
ズ
、
厳
ヲ
以
テ
ハ
乱
ヲ
防
ギ
、
和
ヲ
以
テ
ハ
恩
ヲ
結
ブ
、
国
家
安

寧
ニ
シ
テ
長
久
ナ
ル
コ
ト
、
札
ノ
力
ニ
ア
ラ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
、
：
：
：
必
シ
モ
古
ノ
札
ヲ
今
世
一
一
行
フ
ベ
シ
ト
イ
フ
ニ
ハ
有
子
ド

モ
、
荷
モ
礼
ヲ
制
セ
ン
ト
セ
パ
、
古
礼
ノ
意
ヲ
酪
デ
、
今
ノ
時
宜
ニ
合
ス
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
ハ
、
札
ノ
本
意
ヲ
失
フ
コ
ト
有
ベ

（沌、

て
す
る
と
い
う
「
経
済
」

つ
ま
り
、
「
礼
楽
」
を
以
て
「
国
家
安
寧
ニ
シ
テ
長
久
ナ
ル
コ
ト
」
を
期
す
と
い
う
「
先
王
」
の
政
治
の
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
依
然
と
し

て
普
遍
的
で
あ
り
う
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
で
あ
り
、
且
つ
、
実
際
に
執
ら
れ
る
「
礼
楽
」
の
一
つ
一
つ
は
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
て
ゆ
く

も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
実
の
為
政
者
は
「
古
札
ノ
意
ヲ
劃
デ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
今
の
世
」
の
状
況
に
即
応
し
つ
つ
「
制
度
」
を
「
制

作
」
す
る
と
い
う
政
治
的
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
、
経
世
論
の
意
義
も
正
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
春
蓋

は
「
今
の
世
」
に
お
け
る
「
制
度
」
の
「
制
作
」
を
為
政
者
に
説
く
の
で
あ
る
。

寸
先
王
」
の
政
治
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
普
遍
性
を
、
個
々
の
統
治
手
段
に
状
況
性
を
そ
れ
ぞ
れ
付
与
し
、
普
遍
性
と
状
況
性

一一一
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春
畳
は
、
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と
の
聞
に
矛
盾
が
発
生
す
る
事
態
を
回
避
し
え
た
、

と
こ
こ
で
は
一
応
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
「
諸
子
百
家
ノ
道
」

だ
が
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
こ
と
が
首
肯
し
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
な
春
蓋
の
言
葉
は
、

一
体
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

凡
ソ
国
ヲ
富
シ
兵
ヲ
ツ
ヨ
ク
ス
ル
ハ
、
覇
者
ノ
務
ナ
レ
ド
モ
、
二
帝
三
王
ノ
道
、
本
ヨ
リ
是
ヲ
外
ニ
セ
ズ
、
：
：
：
申
不
害
韓
非
ガ
徒
、

刑
名
法
術
ヲ
以
テ
世
主
一
一
説
ク
、
聖
人
ノ
道
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
是
又
経
済
ノ
一
端
也
、
：
：
：
此
二
人
ノ
者
〔
商
鞍
と
李
斯
｜
引
用

ハ
豪
傑
ナ
ル
故
ニ
、
聖
人
ノ
道
ニ
背
テ
、
別
一
二
ツ
ノ
経
済
ヲ
出
セ
リ
、

者〕

、，－、

し

v

，，，

一
方
に
お
い
て
「
凡
経
済
ノ
術
ハ
、
中
華
ノ
先
王
ノ
道
ヲ
至
極
ト
ス
」
と
述
べ
な
が
ら
、

つ
ま
り
、
「
札
ノ
本
意
ヲ
失
L

っ
た
「
別
ニ
一
ツ
ノ
経
済
」
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
彼
は
「
聖
人
ノ
道
」
と
「
別

ニ
一
ツ
ノ
経
済
」
と
を
全
く
同
等
の
も
の
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、
「
先
王
ノ
道
」
の
優
位
性
は
確
か
に

こ
こ
で
は
「
聖
人
ノ
道
一
一
背
」

即
ち
、
春
壷
は
、

明
か
で
あ
る
。

皆
礼
楽
ヲ
捨
ル
故
ニ
、

礼
楽
ヲ
以
テ
太
平
ヲ
無
究
ニ
保
ツ
、
是
諸
子
百
家
ニ
ナ
キ
コ
ト
也
、

礼
楽
ヲ
輿
シ
玉
フ
ベ
キ
也
、

孫
武
、
呉
起
ガ
兵
法
、
老
胸
、
荘
周
ガ
無
為
、
申
不
害
、
韓
非
ガ
刑
名
、
商
鞍
、
李
斯
ガ
法
術
、
凡
諸
子
百
家
ノ
道
、
天
下
国
家
ヲ

治
ム
ル
コ
ト
ヲ
宗
ト
ス
ル
故
ニ
、
彼
等
ガ
道
ヲ
モ
善
ク
用
レ
パ
、
何
レ
ニ
テ
モ
天
下
治
マ
ラ
ズ
ト
イ
フ
事
ナ
シ
、
然
レ
ド
モ
彼
等
ハ

一
時
ノ
治
平
ヲ
致
ス
ノ
ミ
ニ
テ
、
永
世
ノ
治
化
ヲ
開
ク
コ
ト
決
シ
テ
能
ハ
ズ
、
二
帝
、
三
玉
、
聖
人
ノ
道
ハ
、

然
レ
パ
後
世
ノ
人
主
、
先
王
ノ
治
ニ
倣
ハ
ン
ト
ナ
ラ
パ
、
必
ズ



し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
、
春
蓋
は
何
故
「
諸
子
百
家
ノ
道
」
を

「
一
ツ
ノ
経
済
」
と
し
て
認
知
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

夫
れ
先
王
の
世
を
以
て
、

近世日本経済思想史から見た 「無為」「自然」

而
る
を
況
や
衰
乱
の
世
、
何
ぞ
築
し
て
礼
楽
を
用
ひ
て
こ
れ
を
治
む

誠
に
こ
れ
を
治
め
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
合
従
連
衡
、
攻
伐
戦
争
と
難
も
可
な
ら

ん
。
商
鞍
・
申
韓
を
為
ぬ
る
と
難
も
亦
た
可
な
ら
ん
。
要
、
其
の
功
を
成
す
こ
と
何
如
に
在
る
の
み
。

人
を
刑
す
る
に
、
尚
ほ
三
典
あ
り
。

可
け
ん
や
。
故
に
周
季
の
乱
に
除
い
て
や
、
賢
者
、

こ
の
文
章
に
は
、
論
点
が
二
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

J
茨
乱
の
世
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

一
つ
は
「
功
」
と
い
う
有
効
性
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
春
壷
は
、
第
一
に
、
「
礼
楽
」
で
あ
っ
て
も
、
「
合
従
連
衡
」
で
あ
っ
て
も
、
「
功
」
の
な

い
も
の
は
そ
も
そ
も
無
意
味
で
あ
り
、
第
二
に
、
「
礼
楽
」
が
功
を
有
す
る
か
、
あ
る
い
は
「
合
従
連
衡
」
が
「
功
」
を
持
つ
か
は
、
「
礼

楽
」
や
「
合
従
連
衡
」
そ
れ
自
体
に
よ

っ
て
決
ま
る
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
実
は
個
々
の
状
況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
各
々
の
状
況
の
中
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
最
も
「
功
」
の
あ
る
方
策
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換

た
と
え
「
礼
楽
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
際
の
「
世
」
に
お
い
て
有
「
功
」
性
を
持

い
ま
一
つ
は
「
先
王
の
世
」

え
れ
ば
、
最
も
重
要
な
も
の
は

「功
」
で
あ
り
、

「
合
従
連
衡
」
等
々
の
他
の
方
策
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

前
節
で
の
考
察
に
従
え
ば
、
具
体
的
な
「
礼
楽
」
の
一
つ
一
つ
の
内
容
は
時
間
と
空
間
の
拘
束
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
礼
楽
」

を
以
て
す
る
と
い
う
寸
先
王
」
の
政
治
の
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
依
然
と
し
て
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
こ
こ
で
は
、
「
礼

楽
を
用
ひ
て
こ
れ
を
治
」
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
礼
楽
」
の
一
つ
一
つ
で
は
な
く
、
「
先
王
ノ
道
」
の
基
本
的
な
あ
り
方
そ
の
も
の
が
問
題

と
さ
れ
、
「
衰
乱
の
世
」
に
お
け
る
そ
の
無
「
功
」
性
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
今
や
春
壷
は
、
状
況
に
応
じ
た
有

ち
え
な
い
な
ら
ば
、

(174) 

「
功
」
性
と
い
う
基
準
を
「
先
王
ノ
道
」
の
上
位
に
措
定
し
た
、

「
礼
楽
」
は
「
功
」
を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
方
策
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、

た
と
、
え
「
合
従
連
衡
」
に
比
べ
て

「礼
楽
」

一一一二

つ
ま
り
「
功
」
の
方
を
基
本
的
な
基
準
と
し
た
の
で
あ
り

か
く
し
て
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に
対
し
て
優
越
的
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

二
四

そ
れ
は
最
早
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て

重
要
で
あ
っ
た
の
は
現
実
に
お
け
る
「
功
」

で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
「
先
王
ノ
道
」
に
背
く
こ
と
は
敢
え
て
黙
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼

の
状
況
的
思
惟
は
、
「
先
王
ノ
道
」
か
ら
そ
の
普
遍
性
を
剥
奪
し
た
と
言
、
え
よ
う
。

既
述
の
如
く
、
春
壷
の
治
国
平
天
下
に
も
、
そ
の
「
修
身
」
の
場
合
と
同
様
に
、
第
一
次
的
自
然
↓
不
自
然
↓
第
二
次
的
自
然
と
い
う

そ
し
て
、
経
世
論
の
場
合
の
第
一
次
的
自
然
は
「
衰
世
」
と
い
う
現
状
認
識
で
あ
り
、
次
の
不
自
然
は
正
に
「
先

図
式
が
当
て
蔽
ま
っ
た
。

王
ノ
道
」
と
い
う
「
札
楽
」
に
よ
る
政
治
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
こ
の
「
先
王
ノ
道
」
の
普
遍
性
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
春
壷
の

経
世
論
は
、
あ
る
い
は
第
五
節
で
見
た
よ
う
な
実
際
政
治
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
具
体
的
な
政
策
的
提
言
は
、

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

節
を
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
、
「
無
為
」
「
自
然
」

「
衰
世
」
の
中
で
「
先
王
ノ
道
」

の
普
遍
性
を
失
っ
た
春
畳
は
、
主
著
『
経
済
録
』

の
最
終
巻
を
「
無
為
・
易
道
」
と
題
し
、
次
の
よ

う
な
議
論
を
展
開
し
た
。

九
経
済
ノ
道
ハ
、
国
初
ノ
時
二
、
明
君
賢
佐
ア
リ
テ
百
官
ヲ
立
、
制
度
ヲ
定
メ
、
法
令
ヲ
厳
ニ
シ
テ
、
百
世
不
易
ノ
政
ヲ
行
フ
、
是

最
上
ノ
経
済
也
、
其
次
ハ
中
世
ニ
及
デ
、
英
雄
ノ
君
出
デ
、
賢
臣
ヲ
用
テ
旧
弊
ヲ
改
メ
、
風
俗
ヲ
正
ク
シ
、
期
防
ヲ
行
ヒ
、
賞
罰
ヲ

信
ニ
シ
、
先
王
先
君
ノ
政
ヲ
修
シ
テ
、
故
キ
家
宅
ヲ
繕
フ
如
ク
、
病
ツ
キ
タ
ル
身
ヲ
療
養
ス
ル
知
ク
、
衰
ヘ
タ
ル
国
家
ヲ
興
シ
テ
、

福
酢
ヲ
長
ク
ス
ル
、
是
ヲ
中
興
ト
云
フ
、
此
二
ツ
ハ
君
モ
臣
モ
、
治
道
ニ
達
シ
テ
古
ヲ
稽
へ
、
時
ヲ
知
テ
行
フ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
成
就

セ
ズ
、

然
ル
ニ
明
君
賢
相
古
ヨ
リ
ア
ヒ
難
ク
、
君
臣
合
体
ス
ル
コ
ト
甚
稀
ナ
ル
故
ニ
、
異
国
モ
此
国
モ
、
経
済
ノ
成
就
ス
ル
コ
ト
極



サ
レ
パ
真
ノ
経
済
ニ
非
ズ
シ
テ
、
旧
政
ヲ
改
メ
、
眼
前
少
々
ノ
利
害
ヲ
見
テ
、

ル
道
ニ
テ
、
国
家
ノ
大
害
也
、
末
世
ノ
人
主
ハ
、
一
世
一
世
ニ
、
少
宛
先
君
ノ
政
ヲ
変
ジ
テ
、

：：
：
国
ヲ
治
ル
道
モ
、
人
主
ノ

一
代
一
代
ノ
物
好

ニ
テ
、
先
君
ノ
政
ヲ
替
ル
ハ
、
治
ム
ル

ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
、
乱
ヲ
速
ク
道
也
、
：

堅
キ
法
令
モ
ナ
ク
、
古
ヲ
稽
タ
ル
政
モ
ナ
ク
、
口
ハ
姑
息
萄
且
ノ
政
ヲ
行
テ
、
数
百
年
ヲ
経
テ
、
士
大

テ
難
シ
、

一
時
ノ
便
宜
ヲ
計
ル
ハ

人
民
ヲ
擾
乱
ス

一
己
ノ
好
ミ
ニ
合
ス
ル
コ
ト
多
シ

初
ヨ
リ
正
シ
キ
制
度
モ
ナ
ク
、

近世日本経済思想史から見た 「無為」「自然」

夫
ハ
世
禄
ニ
テ
騎
奪
淫
侠
ノ
行
ヲ
ナ
シ
、
民
ハ
本
業
ヲ
棄
テ
末
利
ヲ
事
ト
シ
、
風
俗
類
敗
シ
、
上
下
困
窮
シ
タ
ル
時
節
ニ
、
真
ノ
経

済
ニ
非
ズ
シ
テ
、
彼
此
ト
旧
政
ヲ
変
ズ
ル
ハ
大
ニ
不
可
ナ
ル
コ
ト
也
、
此
時
ニ
当
テ
ハ
、
大
禁
固
ヲ
治
ム
ル
政
事
ヲ
止
テ
、
只
無
為

ノ
道
ヲ
行
フ
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
、

結
局
、
春
壷
が
『
経
済
録
』
の
多
く
の
部
分
で
説
い
て
い
た
こ
と
は
、
「
国
初
ノ
時
」
や
「
中
世
」
と
い
う
過
去
に
、
と
言
う
よ
り
も
過
去

に
し
か
実
在
し
な
か
っ
た
「
最
上
ノ
経
済
」
や
「
中
興
」
に
関
し
て
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
最
上
ノ
経
済
」
は
勿
論
、

「
中
興
」
で
さ
え
も
「
此
時
」
に
は
当
て
骸
ま
ら
な
い
の
で
あ
り
、
最
後
に
彼
が
到
達
し
た
結
論
は
、
「
政
事
ヲ
止
テ
、
只
無
為
ノ
道
ヲ
行

フ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

但
し
、
「
無
為
」
と
は
言
っ
て
も
、
た
だ
漫
然
と
日
を
過
ご
せ
ば
よ
い
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
、
「
凡
経
済
の
術
は
、
医

の
病
を
治
す
る
が
如
し
、
病
を
治
す
る
に
、
其
本
を
求
む
る
と
一五
ふ
は
、
大
法
な
れ
共
、
急
な
れ
ば
其
の
標
を
治
す
と
い
ふ
こ
と
あ
り
、

経
済
も
亦
然
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
無
為
」
は
、
「
急
」
の
「
標
」
に
対
処
す
る
た
め
の
緊
急
避
難
的
対
症
療
法
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で

こ
れ
も
や
は
り
「
経
済
」

の
た
め
の
あ
る
種
の
「
術
」
で
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
も
し
「
無
為
」
も
ま
た
「
術
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
春
畳
は
そ
れ
を
「
無
為
」
と
呼
ん
で
、
具
体
的
な
「
礼
楽
」
の
一
つ

だ
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
勧
め
る
「
無
為
」
と
は
知
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
こ
の
疑
問
に
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
る
。

五
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一二ハ

無
為
ト
イ
フ
ハ
、
何
事
モ
ナ
サ

v
ル
也
、
無
為
ニ
二
ツ
ア
リ
、
聖
人
ノ
無
為
ア
リ
、
老
子
ノ
無
為
ア
リ
、
：
：
：
舜
ノ
天
下
ヲ
治
メ
玉

ヒ
シ
ハ
、
官
職
ヲ
定
テ
、
：
：
：
聖
賢
ナ
ル
人
ヲ
用
テ
、
夫
々
ノ
官
人
ト
ナ
シ
、
万
機
ノ
務
ヲ
群
臣
ニ
任
テ
、
君
ハ
只
上
ニ
在
リ
何
事

臣
下
ノ
勤
惰
忠
不
忠
ヲ
察
シ
、
天
下
ノ
治
マ
ル
カ
不
レ
治
カ
、
兆
民
ノ
安
キ
カ
安
カ
ラ

ザ
ル
カ
ヲ
観
玉
フ
ノ
ミ
也
、
：
：
：
聖
人
ノ
無
為
ハ
、
上
モ
下
モ
、
一
向
ニ
作
為
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
イ
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
百
官
皆
ソ
レ

／
＼
ノ
人
オ
ヲ
得
テ
、
政
事
ヲ
任
テ
君
ハ
上
ニ
安
ク
、
民
ハ
下
ニ
安
ク
、
四
海
ノ
内
ニ
、
一
人
モ
其
所
ヲ
得
ザ
ル
者
ナ
キ
ヲ
無
為
ト

一
向
ニ
作
為
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
天
地
自
然
ノ
勢
ニ
任
テ
、
天
下
ノ
事
ニ
少
モ
手
ヲ
ツ
ケ
ズ
、

ヲ
モ
ナ
サ
ズ
、

日
月
ノ
国
土
ヲ
照
ス
如
ク
、

イ
フ
、
老
子
ノ
無
為
ハ
、
上
モ
下
モ
、

其
成
行
憧
ニ
シ
テ
捨
置
ク
義
也
、
儒
者
ヨ
リ
観
レ
パ
、
不
仁
ナ
ル
様
ニ
思
へ
ド
モ
、
不
仁
ニ
ハ
非
ズ
、
此
道
ハ
衰
世
ニ
宜
キ
道
也
、

・：
：
治
メ

ン
ト
テ
種
々
ノ
政
令
ヲ
出
セ
パ
、
小
民
等
此
政
令
ニ
撹
擾
セ
ラ
レ
テ
安
堵
セ
ズ
、
困
窮
流
離
ス
ル
者
多
シ
、
是
治
ム
ル
ハ
、

却
テ
治
メ
ザ
ル
ヨ
リ
モ
害
ア
リ
、

凡
人
心
ハ
習
ニ
安
ン
ズ
ル
者
ナ
レ
パ
、
只
従
来
ノ
億
二
テ
捨
置
ケ
パ
、
騒
動
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
其

是
治
メ
ザ
ル
ガ
却
テ
治
ム
ル
ニ
当
ル
、
是
ヲ
不
治
之
治
ト
イ
フ
、
老
子
ノ
無
為
ハ
此
意
也
、
衰
世
ヲ
御

ス
ル
道
ハ
、
是
ニ
勝
ル
コ
ト
ナ
シ
、

ナ
リ
ニ
テ
治
リ
ユ
ク
者
也
、

こ
こ
で
春
牽
は
、
「
衰
世
」
と
い
う
現
状
に
お
い
て
は
、
「
作
為
」
で
は
な
く
、
「
老
子
ノ
無
為
」
を
採
り
、
「
天
地
自
然
ノ
勢
ニ
任
テ
、

下
ノ
事
ニ
少
モ
手
ヲ
ツ
ケ
ズ
、
其
成
行
億
ニ
シ
テ
捨
置
ク
」
べ
き
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天

つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
「
衰

世
L

に
あ
っ
て
は
、
寸
礼
楽
」
を
以
て
現
状
を
改
革
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
「
先
王
ノ
道
」
は
「
功
」
を
持
ち
え
な
い
の
で
、

よ
し
そ
れ
が
好

ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

J
家
世
」
と
い
う
現
状
を
「
自
然
」
と
し
て
受
け
入
れ
、

そ
れ
を
基
本
的
に
は
変
更
す
る
こ
と

な

む
し
ろ
現
実
の
あ
り
方
に
則
る
形
で
政
策
を
立
案
・
実
行
せ
よ
、

と
春
壷
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
礼
楽
」
は
第
一
次
的
自

然
と
し
て
の
現
状
を
抜
本
的
に
改
革
す
べ
き
言
わ
ば
不
自
然
の
経
世
策
で
あ
っ
た
が
、
「
老
子
ノ
無
為
」
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
現
状
改

革
の
目
標
は
初
め
か
ら
放
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
第
一
次
的
自
然
を
そ
の
ま
ま
容
認
し
た
上
で
の
、
現
状
に
小
康
を
与
え
る
こ
と
の
み



を
企
図
し
た
当
面
の
対
症
療
法
的
瀬
縫
策
な
の
で
あ
る
。
春
壷
が
こ
う
し
た
「
無
為
」
を
「
礼
楽
」
の
一
つ
だ
と
言
わ
な
い
の
は
こ
の
た

め
で
あ
り
、
前
節
で
見
た
よ
う
に

「先
王
ノ
道
L

を
相
対
化
し
た
春
壷
の
経
世
論
は
、
結
局
、
「
無
為
」
の
論
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
「
急
L

に
対
応
し
た
靖
縫
策
と
は
、
具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
性
格

上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
、
「
今
の
世
は
、
只
金
銀
の
世
界
」
と
い
う
春
壷
の
現
状
認
識
か
ら
直
接
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の

近世日本経済思想史から見た 「無為」「自然」

で
あ
っ
た
。

今
の
世
は
、
禄
あ
る
土
大
夫
も
、
国
君
も
皆
商
買
の
如
く
、
偏
に
金
銀
に
て
、
万
事
用
を
足
す
故
に
、
如
何
に
も
し
て
金
銀
を
手
に

入
る
冶
計
を
為
す
、
是
今
の
急
務
と
見
ゆ
る
な
り
、
金
銀
を
手
に
入
る
冶
術
は
、
売
買
よ
り
近
き
こ
と
な
し
、

あ
る
い
は
ま
た
、

凡
そ
今
の
諸
侯
は
、
金
な
く
し
て
国
用
足
ら
ず
、
職
責
も
な
り
が
た
け
れ
ば
、
唯
如
何
に
も
し
て
金
を
豊
能
に
す
る
計
を
行
ふ
べ
し
、

金
を
豊
儀
に
す
る
術
は
、
市
買
の
利
よ
り
近
き
は
な
し
、
諸
侯
と
し
て
市
（僻
｝
の
利
を
求
む
る
は
、
国
家
を
治
む
る
上
策
に
は
あ
ら
ね

ど
も
、
当
時
の
急
を
救
ふ

一
術
な
り
、
：
：
：
然
れ
ば
只
一
国
の
計
策
に
て
は
、
金
銀
を
豊
鏡
に
す
る
よ
り
外
の
事
な
し
、
金
銀
を
豊

鏡
に
す
る
術
は
、
市
賀
よ
り
近
き
こ
と
な
し
、
：
：
：
二
一
年
五
年
の
中
に
は
、
必
ず
其
国
を
富
ま
す
べ
し
、
今
県
官
長
崎
に
て
、
海
泊

め
貨
物
を
買
取
り
て
、
海
内
に
売
り
出
さ
る
、
は
、
正
し
く
市
買
な
り
、
諸
侯
其
国
の
土
産
を
以
て
、
他
所
に
市
買
せ
ん
に
、
何
の

俸
る
所
あ
ら
ん
や

即
ち
、
商
品
経
済
の
展
開
を
認
知
し
た
上
で
、
そ
の
中
で
「
金
銀
を
手
に
入
」
れ
る
た
め
に
「
売
買
」
を
行
え
と
言
う
の
で
あ
る
。
結
局
、

春
畳
が
最
後
に
示
し
た
「
経
済
」
の
た
め
の
具
体
策
は
、
所
謂
藩
営
商
業
論
な
の
で
あ
り
、
第
五
節
で
見
た
如
き

「「
先
王
ノ
道
」
に
基
づ

(170) 

く
抑
商
論
・
土
着
論
は
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

七



八

(169) 

九
、
但
練
以
後
の
「
無
為
」
「
自
然
」
｜
｜
一
つ
の
仮
説
｜
l

全
く
の
個
人
的
な
感
想
の
こ
と
と
し
て
言
え
ば
、
春
葺
の
著
作
を
読
む
と
、
何
か
見
た
く
な
い
も
の
を
無
理
に
見
せ
ら
れ
た
よ
う
な
一

種
の
嫌
悪
感
を
禁
じ
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

人
間
性
の
中
に
潜
む
あ
る
何
物
か
を
見
て
し
ま
っ
た
一
人
の
思
想
家
の
真
撃
で
、

む

し
ろ
苦
渋
に
満
ち
た
人
間
へ
の
問
い
か
け
、
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
既
述
の
如
く
、
第
一
次
的
自
然
↓
不
自
然
↓

第
二
次
的
自
然
と
い
う
構
造
を
持
ち
、
「
礼
楽
」
に
よ
っ
て
「
身
」
を
「
外
面
」
的
に
「
カ
ザ
ル
」
こ
と
を
説
く
春
壷
の
「
修
身
」
論
は
、

一
種
性
悪
説
と
で
も
言
う
他
な
い
よ
う
な
「
天
性
」
理
解
に
到
達
し
て
し
ま

っ
た
彼
が
、
「
先
王
ノ
道
」
を
信
じ
よ
う
と
し
て
思
想
的
に
葛

藤
し
た
末
に
獲
得
し
え
た
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
肢
あ
っ
た
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
春
壷
は
と
も
か

く
も
儒
者
、
祖
係
門
下
の
儒
者
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
金
銀
の
世
界
」
に
お
い
て
「
金
銀
を
手
に
入
」
れ
る
た
め
に

「売
買
」
を
行
、え
と
説
く
春
壷
の
経
世
論
に
お
い
て
は
、

第
一
次
的
自
然
↓
不
自
然
↓
第
二
次
的
自
然
と
い
う
構
造
は
崩
壊
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
春
壷
は
、
第
一
次
的
自

然
を
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
不
変
性
を
も
認
知
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
彼
は
不
自
然
↓
第
二

次
的
自
然
と
い
う
過
程
を
放
棄
し
、
第
一
次
的
自
然
の
中
で
そ
の
捕
縫
を
こ
と
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
登

場
し
て
く
る
の
が
「
無
為
L

「
自
然
L

で
あ
る
。

経
世
論
に
お
い
て
、
春
壷
は
祖
係
の
門
に
学
ん
だ
儒
者
と
し
て
の
、
「
礼
楽
」
に
よ
る
「
経
済
」
と
い
う
最
後
の
一
線
を
越
え
て
し
ま
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
太
宰
春
畳
と
い
う
一
人
の
思
想
家
の
生
涯
に
亙
る
思
想
的
軌
跡
に
即
し
て
考
え

れ
ば
、
確
か
に
儒
者
と
し
て
の

「
死
」
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
、
本
来
普
遍
的
で
あ
る
べ
き
筈
の
「
先
王
ノ
道
」
を
、
色
々

な
理
由
を
付
け
な
が
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
相
対
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。



で
は

こ
の
「
死
」
は
、
例
え
て
言
え
ば
、
自
己
の
力
に
よ
っ
て
は
如
何
と
も
な
し
難
い
何
物
か
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
、

抵
抗
す
る
力

を
失
っ
た
結
果
生
じ
た
、
言
わ
ば
野
垂
れ
死
に
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、

と
言
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
彼
が
、
何

こ
の
「
死
」
は
、
儒
者
と
し

て
の
「
死
」
で
あ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
思
想
家
そ
の
も
の
と
し
て
の

「死
」
を
意
味
す
る
、

物
か
と
苦
闘
し
、

そ
れ
に
敗
れ
、
あ
る
種
の

「死
」
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
敢
え
て
一
つ
の
解
釈
の
こ

近世日本経済思想史から見た 「無為」「自然」

と
と
し
て
言
、
え
ば

こ
の

「死
」
は
、
治
国
平
天
下
の
立
場
か
ら
現
実
に
対
し
て
飽
く
ま
で
も
責
任
を
持
と
う
と
し
た
経
世
家
太
宰
春
畳

し
か
し
自
覚
的
な
選
択
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
春

壷
の
「
無
為
」
「
自
然
」
の
主
張
は
確
か
に
祖
保
門
下
の
儒
者
と
し
て
の
「
死
」
を
意
味
し
、
そ
の
限
り
で
は
そ
れ
は
強
い
ら
れ
た
も
の
で

し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
野
垂
れ
死
に
な
ど
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
経
世
家
た
ら
ん
と
す
る
た
め
の
言
わ
ば
思
想
的
自

の
、
不
本
意
で
は
あ
る
が
、

まみ
h

リ
つ
：
否
、

’t
古
d

ナ
J

，ヵ

刃
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論

「死
」
は
、
思
想
家
と
し
て
の
「
死
」
で
は
な
く
、

な
い
し
感
想
に
過
ぎ
な
い
が
、
春
憂
の
儒
者
と
し
て
の

（

η）
 

む
し
ろ
「
生
」
の
証
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は

一
つ
の
解
釈
、

し
か
し
、
本
稿
に
と

っ
て
は
、
春
蓋
個
人
に
お
け
る

「無
為
」「
自
然
」
の
思
想
的
意
味
を
問
う
こ
と
は
必
ず
し
も
重
要
な
こ
と
で
は
な

ぃ
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に

こ
こ
で
知
り
た
い
の
は
、
祖
保
以
後
に
お
け
る
「
無
為
」
「
自
然
」
の
歴
史
的
意
味
で
あ
り
、
春

蓋
は
そ
の
た
め
の
一
つ
の
手
掛
か
り
な
の
で
あ
る
。

(168) 

春
畳
に
、
儒
者
と
し
て
の
「
死
」
を
迫
っ
た
何
物
か
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

の
、
即
ち
、
注
（
却
）
の
文
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
彼
の
一
種
性
悪
説
的
な
人
間
理
解
で
あ
ろ
う
。
師
祖
僚
は
、
「
人
は
も
ろ
す
ぎ
な
る
物

に
て
。
は
な
れ
片
＼
に
別
な
る
物
に
て
は
無
之
候
」
と
か
「
人
の
性
は
殊
な
り
と
い
へ
ど
も
、
然
れ
ど
も
知
愚
賢
不
肖
と
な
く
、
み
な
、

相
愛
し
相
養
ひ
相
輪
け
相
成
す
の
心
、
運
用
営
為
の
オ
あ
る
者
は
一
な
り
。
故
に
治
を
君
に
資
り
、
養
ひ
を
民
に
資
り
、
農
工
商
買
、
み

な
相
資
り
て
生
を
な
す
。
そ
の
群
を
去
り
て
無
人
の
郷
に
独
立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
は
、
た
だ
人
の
性
の
み
然
り
と
な
す
」
と
か
言
わ

二
九

一
つ
に
は
、
春
壷
の
思
想
の
あ
り
方
そ
の
も
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三
O

人
聞
の
共
同
性
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
統
合
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
楽
観
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
が
、

春
畳
の
「
先
王
ノ
道
」
に
よ
る
社
会
改
革
の
断
念
の
基
底
に
は
、
彼
が
師
と
そ
の
人
間
観
を
共
有
し
、
え
な
か
っ
た
事
実
が
潜
ん
で
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
性
悪
説
的
な
人
間
観
は
、
一
般
に
、
儒
教
的
な
「
礼
楽
」
に
よ
る
「
経
済
」
と
は
相
容
れ
な
い
性
向
を
内
包
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
が
、
春
壷
の
「
天
性
」
理
解
も
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
「
礼
楽
」
に
対
す
る
信
念
を
姐
保
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
で
あ
っ

れ
る
よ
、
7
に、

た。
し
か
し
、
春
壷
の
人
間
理
解
が
「
相
愛
し
相
養
ひ
相
輔
け
相
成
す
」
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
仮
に
彼
の
現
状
認
識

が
「
衰
世
」
と
い
う
よ
う
な
悲
観
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
「
先
王
ノ
道
」
を
放
棄
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
春
蓋
に
「
礼
楽
」
に
よ
る
「
経
済
」
の
断
念
を
強
い
た
直
接
の
契
機
は
、
や
は
り
彼
の
厳
し
い
現
状
認
識
、

あ
る
い
は
も
っ
と
言
え
ば
そ
の
背
後
に
あ
る
彼
の
状
況
的
思
惟
な
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
抜
き
に
し
て
彼
の
「
先
王
ノ
道
」
の
放
棄
を
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
春
憂
の
現
状
認
識
と
は
、
「
今
の
世
は
、
只
金
銀
の
世
界
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
彼
は
展
開
し
つ
つ
あ
る
商
品
経
済
に
よ
っ
て
「
無
為
」
「
自
然
」
を
選
択
せ
し
め
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
春
牽
が
右
の
如
く
に
「
無
為
」
「
自
然
」
を
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
彼
が
商
品
経
済
を
「
自
然
」
と
感

じ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
無
為
」
に
な
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
ど
う
し
て
、
商
品
経
済
は
「
自
然
」
と
感
じ

そ
れ
に
対
し
て
は
「
無
為
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
商
品
経

つ
ま
り
そ
れ
自
体
の
自
律
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
た
か

ら
れ
、

済
が
既
に
個
々
の
人
聞
の
力
に
よ
っ
て
は
抗
い
難
い
自
ず
か
ら
然
る
力
を
、

の
「
礼
楽
」
を
以
て
し
て
も
如
何
と
も
な
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
経

世
家
春
壷
が
こ
の
こ
と
に
気
付
い
た
時
、
彼
は
、
儒
者
と
し
て
は
「
死
」
を
選
ぴ
、
儒
教
か
ら
は
自
由
な
経
世
家
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
力
は
た
と
え
「
先
王
」



だ
ろ
う
か
。
「
自
然
」
は
、
最
早
第
一
次
的
自
然
の
ま
ま
で
、
「
自
然
」
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
、

や
や
唐
突
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
思
い
出
さ
れ
る
の
が
石
田
梅
岩
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、

梅
岩
の
思
想
の
特
徴
は
、

そ
の
唯
心
論
的
性
格
に
あ
り
、

こ
の
点
に
お
い
て
、
古
学
派
、
就
中
祖
徳
学
の
系
譜
を
引
く
春
壷
の
思
想
と
は

近世日本経済思想史から見た「無為」「自然」

著
し
く
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
春
壷
と
梅
岩
と
は
共
に
、
全
く
の
同
時
代
人
で
あ
り
、
し
か
も
、
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

い
ず
れ
も
自
分
た
ち
の
時
代
の
経
済
問
題
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
梅
岩
は
、
そ
の
当

視
角
は
異
な

っ
て
は
い
る
が

時
の
経
済
の
あ
り
方
に
関
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

売
物
ハ
時
ノ
相
場
ニ
ヨ
リ
、
百
目
ニ
買
タ
ル
物
九
十
目
ナ
ラ
デ
ハ
売
ザ
ル
コ
ト
ア
リ
。
是
ニ
テ
ハ
元
銀
ニ
損
ア
リ
。
因
テ
百
目
ノ
物

百
二
三
拾
目
ニ
モ
売
コ
ト
モ
ア
リ
。
相
場
ノ
高
時
ハ
強
気
一
一
ナ
リ
、
下
ル
時
ハ
弱
気
一
一
ナ
ル
。
是
ハ
天
ノ
ナ
ス
所
商
人
ノ
私
ニ
ア
ラ

ズ
。
天
下
ノ
御
定
ノ
物
ノ
外
ハ
時
々
ニ
ク
ル
ヒ
ア
リ
。
狂
ア
ル
ハ
常
ナ
リ
。
今
朝
マ
デ
金
一
両
一
二
石
売
シ
米
モ
九
斗
ニ
成
。
小
判

又
小
判
ハ
高
米
ハ
下
リ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（河
）

ア
リ
。
其
公
ヲ
欠
テ
私
ノ
成
ベ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
。

天
下
第
一
ノ
売
買
物
是
ナ
リ
。
其
外
何
ニ
限
ラ
ズ
日
々
相
場
ニ
狂
ヒ

ハ
下
リ
、
米
ハ
高
、

即
ち

こ
こ
で
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
梅
岩
は
そ
れ
を
「
天
ノ
ナ
ス
所
」
で
あ
り
、
「
私
」
の
力
に
よ

っ
て
左
右
し
う
る
も
の
で
は
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
梅
岩
に
あ
っ
て
は
、

「天
」
と
は
、
「
無
声
無
臭
シ
テ
万
物
ノ
体
ト
成
ル
物
、
暫
名
ヅ
ケ
テ
、
乾
ト
モ
天
ト
モ
道
ト
モ
理
ト

モ
ム
叩
ト
モ
性
ト
モ
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
宇
宙
の
根
元
で
あ
り
、
且
つ
、
事
物
の
本
性
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の

「
天
」
を

「体
」
と
し
て
成
立
し
て
い
る

「万
物
」
が
形
作
る
と
こ
ろ
の

「天
地
」
の
総
体
は
、

「自
然
ノ
次
（駒
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
他
方
、
人
聞
は
「
元
無
心
、
無
念
ナ
ル
」

「性
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
「
忽
然
ト
目
覚
テ
見
レ
パ
克

レ
己
ト
ハ
己
ヲ
忘
ル
、

コ
ト
ナ
リ
。
克
レ
己
忽
ニ
天
地
ト
ナ
ル
。
復

レ
礼
見
レ
パ
札
ト
ハ
自
然
ナ
リ
」
と
言
わ
れ
る
如
く
、
「
天
地
」
の
「
自
然
ノ
次
第
」
に
従
う

一一
一
一



(165) 

こ
と
が
人
聞
の
当
為
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「天
理
自
然
ノ
道
ト
体
ヲ
同
フ
シ
」
た
も
の
が

「聖
人
」
な
の
で
あ
る
。

一

そ
し
て
、

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
先
程
見
た
「
相
場
」
も
ま
た

「万
物
」
の
一
つ
に
他
な
ら
ず
、

そ
れ
故
に
、
春
肇
の
同
時
代

人
梅
岩
に
と

っ
て
、
寸
相
場
」
は

「自
然
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
梅
岩
の
場
合
は
春
蓋
と
は
違
っ
て
、
「
今
日
ノ
天
下
程
安
楽
ナ
ル
コ
ト

ハ
古
今
ナ
キ
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ

沌」

と、

「相
場
」
に
象
徴
さ
れ
る
商
品
経
済
の
展
開
を
む
し
ろ
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
梅
岩
に

と
っ
て
、
展
開
し
つ
つ
あ
る
商
品
経
済
は
、

正
に

「自
然
」
と
感
じ
ら
れ
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

商
品
経
済
が
展
開
し
、
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
起
動
し
だ
せ
ば
、

そ
れ
は

一
人
一
人
の
人
聞
の
意
志
や
力
に
よ
っ
て
は
如
何
と
も
な
し

え
な
い
そ
れ
自
体
の
自
律
的
運
動
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
。

と
感
じ
ら
れ
で
も
当
然
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
商
品
経
済
の
発
展
が
あ
り
、

一
般
的
に
言
っ
て、

そ
れ
は
、
個
々
人
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

一
個
の
「
自
然
」

し
か
も
当
時
の
人
々
が
そ
れ
を
的
確
に
認
識
し

て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
勿
論

「自
然
」
は
い
つ
も
人
間
に
と

っ
て
心
地
好
い
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
、
た
と
え
嫌
々
な
が
ら
に
せ
よ
、

江
戸
時
代
人
が
そ
の
展
開
し
つ
つ
あ
る
商
品
経
済
を
「
自
然
」
と
感
じ
取
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
取
り
上
げ

た
太
宰
春
豊
は
、

正
に
そ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
人
の
一
人
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
春
壷
が
、
現
実
の
社
会
で
生
起
し
て

い
る
事
態
を
如
何
と
も
な
し
難
い
「
自
然
」
と
し
て
認
知
し
、
し
か
し
飽
く
ま
で
も
自
己
を
経
世
家
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
時
、
彼
は
祖

係
学
徒
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、

「自
然
」
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
春
壷
は
、
不
本
意
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、

「作
為
」
か
ら
「
自
然
」

へ
の
回
帰
の
道
を
辿
り
始
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

春
牽
個
人
の
範
囲
を
越
え
て
一
般
的
に
考
え
る
と
、

現
実
を
「
自
然
L

と
看
倣
す
よ
う
な
論
理
を
持
つ
思
想
を
江
戸
時
代
の
儒
教
の
中

む
し
ろ
朱
子
学
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
春
畳

そ
れ
は
祖
徳
学
で
あ
る
よ
り
も
、

か
ら
探
す
と
す
れ
ば
、
極
々
大
雑
把
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

自
身
は
主
観
的
に
は
朱
子
学
に
対
し
て
何
ら
の
共
感
も
示
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
春
蓋
で
さ
え
も
、
彼
の
辿
り
始
め
て
い
た
「
作

む
し
ろ
朱
子
学
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
、
え
ば
、
朱
子
学
の
格
物
窮
理
説
と
江
戸

為
」
か
ら
「
自
然
」

へ
の
回
帰
の
道
は
、



時
代
に
お
け
る
合
理
主
義
と
の
関
連
に
関
す
る
源
了
固
氏
の
所
説
を
想
起
す
る
時
、
春
葺
の
次
の
如
き
「
理
」
の
理
解
は
、
彼
の
主
観
と

は
別
に
、
春
畳
の
朱
子
学
、
就
中
そ
の
格
物
窮
理
説
へ
の
事
実
上
の
接
近
を
思
わ
せ
る
。

理
ハ
道
理
ノ
理
ニ
非
ズ
、
物
理
ノ
理
也
、
物
理
ト
ハ
、

凡
ソ
物
ニ
ハ
必
理
ア
リ
、

理
ハ
木
ノ
モ
ク
メ
也
、
物
ノ
ス
ヂ
メ
也
、
：
：
：
凡

近世日本経済思想史から見た 「無為」「自然」

物
ノ
理
一
一
ハ
必
ズ
順
逆
ア
リ
、
故
－
一
物
ヲ
治
ル
ニ
、
理
ニ
順
へ
パ
治
ル
、
理
－
一
逆
へ
パ
治
ラ
ズ
、
：
：
：
天
下
ノ
事
ニ
モ
、
必
ズ
理
ア

リ
、
政
ヲ
ナ
シ
テ
其
理
ニ
逆
ラ
へ
パ
、
大
事
モ
小
事
モ
決
シ
テ
行
ハ
レ
ズ
、
：
：
：
然
ル
故
ニ
政
ヲ
ナ
ス
者
ハ
、
事
々
ニ
就
テ
其
理
ヲ

求
ム
ベ
シ
、
既
ニ
其
理
ヲ
得
テ
、
其
理
ニ
順
テ
逆
ハ
ヌ
様
－
一
行
フ
ベ
シ
、

な
お
、
こ
の
点
で
、
「
通
常
、
古
学
派
の
思
想
家
は
事
実
主
義
で
非
合
理
主
義
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
春
台
は
事
実
主
義
で
は
あ
っ
て
も

決
し
て
非
合
理
主
義
者
で
は
な
か

っ
た
」
と
の
小
島
康
敬
氏
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
無
論
、
近
世
後
期
に
お
け
る
朱
子
学
の
撞
頭
と
商
品
経
済
の
展
開
と
を

一
義
的
に
結
び
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
間
違
い
で
あ
ろ
河

し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
今
こ
こ
で
簡
単
に
き
T
ノ
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、

一
つ
の
仮
説
の
こ
と
と
し
て
言
え
ば
、
朱
子
学
で
あ

る
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
商
品
経
済
が
展
開
し
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
、
色
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
勿
論
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う

な
現
状
を
「
自
然
」
と
し
、
そ
こ
に
お
い
て
「
無
為
」
を
説
く
よ
う
な
思
想
が
撞
頭
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
し

て
予
想
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
梅
岩
の
事
例
は
、
こ
の
こ
と
の
一
つ
の
例
証
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
作
為
」

そ
こ
に
お
い
て
近
代
的
思
惟
様
式
の
成
立
が
看
取
さ
れ
る
祖
徳
学
か
ら
見
れ
ば
、

を
説
き
、

一
見
近
代
性
の
退
歩
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
商
品
経
済
の
進
展
の
一
つ
の
所
産
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

正
に
こ
の

む
し
ろ
そ
う
で
は
な
く
、

点
に
こ
そ
、
春
壷
で
見
た
よ
う
な
祖
係
以
後
に
お
け
る
「
無
為
」
「
自
然
」
の
歴
史
的
意
味
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(164) 



四
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i主
（1
）
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
代
表
は
丸
山
真
男
氏
の
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
）
で
あ
る
。

（2
）
例
え
ば
、

中
江
藤
樹
が
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
大
洲
藩
家
臣
で
あ
っ
た
時
、
同
僚
か
ら
「
孔
子
殿
、
キ
タ
リ
タ
マ
フ
」
（
「
藤
樹
先
生
年
譜
L

。
山
井
勇
・

山
下
龍
二
・
加
地
伸
行
・
尾
藤
正
英
校
注

『
日
本
思
想
大
系
二
九
中
江
藤
樹
』
〔
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
〕
二
八
八
頁
）
と
誘
ら
れ
た
事
実
は
、
十
七
世

紀
に
お
け
る
儒
教
の
浸
透
度
の
低
き
を
示
す
一
つ
の
具
体
例
で
あ
ろ
う
。

（3
）
尾
藤
正
英
『日
本
封
建
思
想
史
研
究
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
渡
辺
浩
氏
も
尾
藤
氏
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
（
『近

世
日
本
社
会
と
宋
学
』
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
〕
）
。

（4
）
田
原
嗣
郎
『
徳
川
思
想
史
研
究
』
（
未
来
社、

一
九
六
七
年
）。

（5
）
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
源
了
固
氏
は
、

『徳
川
思
想
小
史
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
三
年
）
に
お
い
て
「
十
八
世
紀
の
開
明
思
想
」
と
し
て
富
永
仲
基
、
三
浦

梅
園
、
山
片
婚
桃
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

（6
）
宮
城
公
子
「
幕
末
儒
学
史
の
視
点
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
二
三
二
号
、
一
九
八
一
年
）
六
頁
。

（7
）
辻
本
雅
史
「
寛
政
異
学
の
禁
に
お
け
る
正
学
派
朱
子
学
の
意
義
」
（
『
教
育
学
会
紀
要
』
第
二
七
号
、
一
九
八
四
年
）
二
五
頁
。

（8
）
周
知
の
よ
う
に
、
丸
山
真
男
氏
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
作
為
」
か
ら
「
自
然
」
へ
の
転
換
を
祖
徳
学
か
ら
宣
長
学
へ
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
丸
山
氏
の
所
説
と
共
に
、
但
係
学
か
ら
朱
子
学
へ
の
揺
り
一
戻
一
し
も
ま
た
「
作
為
」
か
ら
「
自
然
」
へ
の
転
換
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

恩
わ
れ
る
。

（9
）
『
経
済
録
』
巻
第
一
。
滝
本
誠
一
一
編

『日
本
経
済
大
典
』
第
九
巻
（
明
治
文
献
、
一
九
六
七
年
）
三
九
四
｜
三
九
五
頁
。
な
お
、
引
用
史
料
の
表
記
は
、

初
出
の
際
に
史
料
名
、
所
収
書
名
、
及
び
所
収
書
の
頁
数
を
記
し
、
そ
の
後
は
史
料
名
、
及
び
所
収
書
の
頁
数
だ
け
を
記
す
。

（日
）
最
近
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
豊
淳
一

「
太
宰
春
台
の
思
想
の
一
側
面

l
i『
聖
学
問
答
』
を
中
心
に
｜
｜
」
（
子
安
宣
邦
他
『
但
係
以
後
｜
｜
近
世
後
期
倫
理

思
想
の
研
究
』
（
大
阪
大
学
、
一
九
八
八
年
）
一
二
三
頁
。

（日）

『経
済
録
』
巻
第
一
。
三
九
七
｜
三
九
八
頁
。

（
ロ
）
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
ケ
イ
ザ
イ
と
い
う
語
の
意
味
は
、
春
牽
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
凡
天
下
国
家
ヲ
治
ム
ル
ヲ
経
済
ト

一五、

世
ヲ
経
メ
民
ヲ
済
フ
ト
一
五
フ
義
也
」
（
『
経
済
録
』
巻
第
一

。
三
九
四
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
代
の
言
葉
で
言
、
え
ば
、
む
し
ろ
政
治
に
当
た
る
で



あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
江
戸
時
代
的
意
味
で
ケ
イ
ザ
イ
と
い
う
語
を
使
う
場
合
に
は
括
弧
を
付
け
て
「
経
済
」
と
表
記
し
、
今
日
の
意
味
の
ケ

イ
ザ
イ
の
場
合
に
は
単
に
経
済
と
の
み
記
す
。

（
日
）
『
経
済
録
拾
遺
』。
『
日
本
経
済
大
典
』
第
九
巻
、
六
七
七
頁
。

（M
）

『経
済
録
』
巻
第
五
。
五
O
コ一頁
。

（
日
）
同
右
同
巻
。
五
三
四
頁
。

（
日
）
同
右
巻
第
十
。
六
六
三
頁
。

（
げ
）
同
右
巻
第
七
。
五
六
九
頁
。

（
凶
）
同
右
同
巻
。
五
七
七
頁
。

（
川
口
）
同
右
巻
第
五
。
五
一
二
頁
。

（
ぬ
）
『
聖
学
問
答
』
巻
之
下
。
頼
惟
勤
校
注
『
日
本
思
想
大
系
三
七
但
徳
学
派
』
（
岩
波
書
店
、

（
幻
）
同
右
同
巻
。
一

O
八
！
一

O
九
頁
。

（
幻
）
同
右
巻
之
上
。
八
七
頁
。

（
幻
）
同
右
巻
之
下
。
一
一
八
頁
。

（M
）
同
右
巻
之
上
。
八
七
頁
。

（
お
）
同
右
巻
之
下
。
九
九
頁
。

（
お
）
同
右
同
巻
。
九
九
ー

一
O
O頁
。

（
幻
）
同
右
同
巻
。
一

O
一頁。

（
お
）
同
右
巻
之
上
。
七
九
｜
八
O
頁
。

（mm
）
同
右
同
巻
。
九
四
頁
。

（
ぬ
）
同
右
同
巻
。
八

O
頁。

（幻）

『弁
道
書
』。

鷲
尾
順
敬
編

『日
本
思
想
関
誇
史
料
』
第
三
巻

（名
著
刊
行
会
、

（
犯
）
同
右
。
六
三
頁
。

（お）

『経
済
録
』
巻
第
二
。
四
O
八
頁
。
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一
九
七
二
年
）

一
九
六
九
年
）
六
一

頁
。

頁

五
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56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 

『聖
学
問
答
』
巻
之
下
。

同
右
同
巻
。
一
一

九
頁
。

同
右
同
巻
。

一
一
八
頁
。

同
右
同
巻
。一

O
三
頁
。

同
右
巻
之
上
。
九
五
頁
。

同
右
巻
之
下
。

一
一
九
頁
。

『斥
非
附
録
』0

『日
本
思
想
大
系
三
七

『聖
学
問
答
』
巻
之
上
。
八
O
頁
。

同
右
巻
之
下
。

一
O
O
頁
。

同
右
同
巻
。
同
頁
。

『弁
道
書
』。

六
二
頁
。

『聖
学
問
答
』
巻
之
下
。一

O
二
頁
。

中
江
藤
樹

『翁
問
答
』
上
巻
之
末
。『
日
本
思
想
大
系
二
九

『聖
学
問
答
』
巻
之
下
。一

一
一二
頁
。

『経
済
録
』
巻
第
二
。
四
四

O
頁
。

同
右
向
巻
。
四
O
八
頁
。

同
右
同
巻
。
四
一
一
四
一
二
頁
。

同
右
凡
例
。
三
八
七
頁
。

同
右
巻
第
九
。
六
二
四
頁
。

同
右
序
。
三
八
六
頁
。

同
右
序
。
同
頁
。

同
右
巻
第
二。

四
二
六
｜
四
二
七
頁
。

同
右
巻
第
一

。
四
O
六
頁
。 一

O
五
頁
。

但
練
学
派
』

」ーノ、

一
七
三
頁
。

中
江
藤
樹
』」
ハ
九
頁
。
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（幻
）

同
右
巻
第
二
。
四
一二
二
頁
。

（
日
）
同
右
巻
第
五
。
五
O
六

五

O
七
頁
。

（
臼
）
同
右
巻
第
九
。
六
三
六
頁
。

（
ω）
同
右
巻
第
七
。
五
九
三
頁
。

（
日
）
同
右
巻
第
一

。
三
九
八
・
四

O
O頁。

（
臼
）
同
右
同
巻
。
四
O
六
頁
。

（
臼
）
同
右
巻
第
二
。
四
二
二

1
四
三
二
真
。

（
ω）
同
右
巻
第
一

。
三
九
五
三
一
九
六
頁
。

（
白
）
同
右
巻
第
二
。
四
四

O
頁
。

（“）

『斥
非
附
録
』。

一
六

O
頁
。

（釘）

『経
済
録
』
巻
第
十
。
六
五
七
｜
六
五
八
頁
。

（mm
）

『経
済
録
拾
遺
』。

六
七
六
頁
。

（
ω）
『
経
済
録
』
巻
第
十
。
六
五
八
｜
六
六

O
頁
。

（初
）

『
経
済
録
拾
遺
』
。
六
七
七
頁
。

（
れ
）
同
右
。
六
八
一
六
八
二
頁
。

（
η
）
確
か
に
、

「春
ム
口
の
経
世
済
民
論
は
原
則
と
実
際
、
建
前
と
本
音
と
の
聞
の
桑
離
と
矛
盾
に
満
ち
満
ち
て
い
る
」

（小
島
康
敬
『但
係
学
と
反
但
係
』〔
ベ
り

か
ん
社
、
一
九
八
七
年
〕
五
八
頁
）
し
、
寸
春
蓋
自
身
が
寸
聖
人
ノ
道
」
を
必
ず
し
も
深
く
は
信
じ
て
い
な
か

っ
た
」
（
尾
藤
正
英

「太
宰
春
蔓
の
人
と
思
想
」

〔『
日
本
思
想
大
系
三
七
但
徳
学
派
』
〕
五

二
二
頁
）
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
の

「議
離
と
矛
盾
L

の
中
に
、
春
憂
の

経
世
思
想
家
た
ら
ん
と
す
る
一
貫
性
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
思
想
の
展
開
を
見
て
取
り
た
い
。

（
ね
）
荻
生
但
保

『但
来
先
生
答
問
書
』
上
。
島
田
慶
次
編

『荻
生
但
保
全
集
』
第

一
巻

（み
す
ず
書
房一
、
一
九
七
三
年
）
四
三
O
頁
。

（九
）
荻
生
但
係

『弁
名
』
。
古
川
幸
次
郎
・
丸
山
真
男
・
西
国
太
一
郎
・
辻
達
也
校
注

『日
本
思
想
大
系
三
六
荻
生
但
係
』（
岩
波
書
店
、

四
頁
。

（布
）

梅
岩
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
石
田
梅
岩
の

「倹
約
し
｜
｜
経
済
思
想
史
か
ら
の
一
考
察
1
｜
｜
」
（『
こ
こ
ろ
』
第
一三

巻

第

一
号、

一
九
七
三
年
）
五
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一
九
八
七
年
）
を
見
て

三
七



八

(159) 

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
河
）
石
田
梅
岩
『
都
都
問
答
』
巻
之
二
。
柴
田
寅
編
『
石
田
梅
山
石
全
集
』
上
巻
（
石
門
心
学
会
、

（
打
）
同
右
同
巻
。
七
二
頁
。

（mm
）
同
右
巻
之
四
。

一
七
九
頁
。

（
内
）
石
田
梅
岩

『石
田
先
生
語
録
』
巻
十
二
。『
石
田
梅
岩
全
集
』
上
巻
、
五
四
八
頁
。

（
ω）
同
右
巻
五
。
三
六

O
頁。

（
創
）
同
右
巻
二
。
二
八
七
頁
。

（
幻
）
同
右
巻
十
五
。
柴
田
寅
編

『石
田
梅
山
石
全
集
』
下
巻
（
石
門
心
学
会
、
一
九
五
七
年
）
七
七
頁
。

（
幻
）
源
了
園
『
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）
。

（
制
）
『
経
済
録
』
巻
第
一
。
四
0
0｜
四

O
一頁。

（
お
）
前
掲
『
但
徳
学
と
反
祖
係
』
五
三
頁
。

（
叫
叩
）
朱
子
学
は
人
聞
の
「
性
」
を
普
遍
的
な
「
理
」
と
看
倣
す
道
徳
の
学
で
あ
り
、
且
つ
、
人
々
の
社
会
的
任
務
を
説
く
斉
家
治
国
平
天
下
の
学
で
も
あ
り
、

恐
ら
く
人
々
が
朱
子
学
に
共
感
す
る
の
は
、
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
「
性
」
と
「
経
済
」
と
の
関
連
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
多
分
、
人

間
の
、
普
遍
的
な
道
徳
規
範
を
根
拠
と
し
た
、

「内」

1
「外
」
な
る
主
体
性
確
立
の
問
題
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
半
期
に
お
け
る
儒
教
、
就
中
朱
子
学
の
広

範
な
浸
透
は
、
こ
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
論
じ
え
な
い
も
の
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
と
本
稿
が
提
起
し
た
事
柄
と
は
、
第
一
義
的
に

は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
両
者
は
、
あ
る
特
定
の
歴
史
的
状
況
に
お
い
て
は
、
有
機
的
に
関
連
し
合
い
、
一
人
格
の
中
に
統
一
さ
れ

う
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
想
像
し
て
い
る
。

一
九
五
六
年
）
八
一
頁
。

（
一
九
八
八

・
一
0
・
一
二
）
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